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主論文 

Magnetic resonance imaging analysis of the extensor carpi ulnaris tendon and distal 

radioulnar joint in triangular fibrocartilage complex tears. 

 

三角線維軟骨複合体損傷における尺側手根伸筋腱と遠位橈尺関節のMRI画像分析 

 
 

Shigeru Santo, Shohei Omokawa, Akio Iida, Takamasa Shimizu, 

Hideo Hasegawa, Yasuhito Tanaka. 

Journal of Orthopaedic Science 2018 Jul 5. [Epub ahead of print] 



論文審査の要旨 

 

手関節尺側部の疼痛には多様な病態が関与しており、三角線維軟骨複合体

（TFCC）損傷における尺側手根伸筋（ECU）腱障害、遠位橈尺関節（DRUJ）

障害の合併の有無や危険因子についての詳細は分かっていない。 

本研究では手関節 MRIを撮影した連続する 596 例から TFCC 損傷と診断し手

術加療を行った 70例を TFCC損傷群、手関節尺側部痛がなく年齢・性別を TFCC

損傷群とマッチさせた 70例を対照群とし、ECU 腱および DRUJ障害の有無を調

査し、各種の患者因子や X線形態指標との関連を検証している。その結果、TFCC

損傷群において、対照群と比較して ECU腱および DRUJ 障害が有意に多く発生

していた。TFCC 損傷群において年齢と ulnar varianceの程度が ECU 腱鞘炎の重

症度と有意に相関があった。また、TFCC 円板部損傷の有無と年齢が DRUJ 関節

炎と関連があることがわかった。 

日常診療において、TFCC 損傷患者においては ECU 腱および DRUJ 障害を高

率に合併していることに留意し、障害発生の危険因子の同定は、手関節尺側部

痛の診断治療の一助となりうると考えられる。今後本領域のさらなる発展に寄

与するものと評価され、参考論文と合わせて博士(医学)の学位に十分値する研究

であると認める。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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